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非
戦
・
平
和
願
い
行
事

７
月
３
、４
日
の
法
要
に
合
わ
せ

　

安
芸
教
区
と
広
島
別
院

（
安
部
恵
証
教
務
所
長
・

輪
番
、
広
島
市
中
区
寺
町

１
―
19
）
は
、
７
月
３
、

４
日
の
「
平
和
を
願
う
法

要
」「
全
戦
争
死
没
者
追

悼
法
要
並
び
に
原
爆
忌
70

周
年
法
要
」
に
合
わ
せ
、

５
月
か
ら
７
月
に
か
け
て

「
非
戦
・
平
和
を
願
っ
て

70
年
」
を
統
一
テ
ー
マ
に

関
連
行
事
を
同
別
院
で
開

い
て
い
る
。

　

５
月
30
日
に
は
「
フ
ク

シ
マ
４
・
ヒ
ロ
シ
マ
70　

闇
と
光
の
な
か
で
」
と
題

し
た
映
画
上
映
会
と
講
演

会
を
開
い
た
。

　

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発

事
故
と
福
島
原
発
事
故
の

後
、
子
ど
も
た
ち
を
守
ろ

う
と
戸
惑
い
な
が
ら
も
懸

命
に
生
き
る
母
親
た
ち
の

姿
を
追
っ
た
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
映
画
「
小
さ
き
声

の
カ
ノ
ン
」（
鎌
仲
ひ
と

み
監
督
）
を
上
映
。
続
い

て
、
福
島
第
１
原
発
か
ら

３
㌔
に
位
置
す
る
福
島
県

双
葉
町
・
光
善
寺
衆
徒
の

藤
井
賢
誠
さ
ん
と
鎌
仲
監

督
が
そ
れ
ぞ
れ
講
演
。
こ

の
後
、
２
人
を
囲
ん
で
の

自
由
討
論
が
行
わ
れ
、「
被

爆
者
」
と
「
被
曝
者
」
が
、

か
け
が
え
の
な
い
い
の
ち

を
生
き
る
希
望
や
不
安
を

語
り
合
い
、聞
き
合
っ
た
。

　

「
非
戦
・
平
和
を
願
っ

て
70
年
」
関
連
行
事
は
、

「
非
戦
・
平
和
」
へ
の
思

い
を
持
つ
宗
派
内
外
の
人

々
が
協
賛
し
、
コ
ン
サ
ー

ト
や
講
演
会
、
展
示
会
な

ど
が
行
わ
れ
る
。
主
な
イ

ベ
ン
ト
は
次
の
通
り
。

　

◇
６
月
13
日
＝
展
示

「
詩
吟
・
書
道
・
華
道
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
◇

17
日
＝
「
被
爆
70
年
と
安

芸
門
徒
」
。
私
財
を
投
じ

て
「
童
心
寺
」
を
建
立
し

原
爆
孤
児
を
物
心
両
面
で

支
え
た
本
派
僧
侶
を
描
い

た
紙
芝
居
を
上
演
◇
20
日

＝
疎
開
児
童
へ
の
家
族
の

手
紙
を
題
材
に
し
た
音
楽

物
語
「
撫な

で
し
こ子

」
◇
21
日
＝

「
沖
縄
戦
・
被
爆
70
年
８

・
６
ヒ
ロ
シ
マ
平
和
の
夕

べ
〜
被
爆
ピ
ア
ノ
平
和
コ

ン
サ
ー
ト
＆
平
和
を
語
る

会
」
◇
22
日
＝
「
非
戦
・

平
和
を
願
っ
て
70
年
広
島

雅
楽
会
演
奏
会
」
◇
24
日

＝
「
御
同
朋
の
社
会
を
願

う
法
話
会
＆
公
開
講
演

会
」
◇
25
、
26
日
＝
広
島

音
楽
高
校
同
窓
会
「
震
災

で
消
え
た
小
さ
な
命
展
〜

人
も
動
物
も
大
切
な
命
」

お
話
と
演
奏
会
◇
７
月
５

日
＝
「
平
和
音
楽
祭
Ｏ
ｔ

ｏ
―
Ｔ
ｏ
ｍ
ｏ
」
◇
12
日

＝
「
箏
・
尺
八
コ
ン
サ
ー

ト
」
。

　

問
い
合
わ
せ
は
広
島
別

院
☎
０
８
２（
２
３
１
）０

３
０
２
。http://peace

70.aki.or.jp/
　

「
平
和
を
願
う
法
要
」

は
７
月
３
日
午
後
か
ら
広

島
市
中
区
の
広
島
記
念
公

園
の
原
爆
供
養
塔
前
で
、

「
全
戦
争
死
没
者
追
悼
法

要
並
び
に
原
爆
忌
70
周
年

法
要
」
は
翌
４
日
午
前
に

広
島
別
院
で
営
ま
れ
る
。

共
に
ご
門
主
ご
親
修
。福島の現状を広島の人たちに説明する鎌仲ひとみさん（中央）


